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	チェック項目
	評価
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　空調管理
	手術室内は通路や隣接区域に対して陽圧に維持されているか
	

	
	1時間あたりの換気回数は15回以上で，そのうち3回は新鮮な外気が加えられているか
	

	
	HEPAフィルタを用いた空調で，天井から空気が導入され，床近辺から排気されているか
	

	
	手術が始まると，手術室の在室人数やドアの開閉回数を制限しているか
	

	
	空調管理に関する記録がされているか
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	手洗い用水道水の管理[image: image5.png]



	水質の調査を定期的に行っているか
	

	
	蛇口の定期的洗浄や消毒を行っているか
	

	
	水道管の中で水が停滞する領域はないか
	

	
	手洗い場のシンクは適宜洗浄されているか
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


	手術室のチェックポイント[image: image6.png]
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②

	チェック項目
	評価

	　手術室環境の清潔維持
	環境に目に見えて汚染がある場合には，すぐに清浄化しているか
	

	
	環境の清掃には界面活性剤（洗浄剤）に消毒薬が含まれた製剤を使用し清浄化しているか
	

	
	手術中に床を汚さない工夫を行っているか
	

	
	床清掃では，すべての器具・機器類を移動し，床全体を界面活性剤（洗浄剤）に消毒薬が含まれた製剤で湿式清掃を行っているか
	

	
	モップ・バケツを使用の際は1部屋ごとに取り替えているか
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	　　無菌操作の徹底
	適切な手術時手洗いが行われているか
	

	
	手術中定期的な手袋交換が行われているか
	

	
	手術室に入る際は，キャップとサージカルマスクを着用しているか
	

	
	手術室スタッフの着衣が汚染された場合，そのつど交換しているか
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	手術室のチェックポイント③

	チェック項目
	評価

	手術器材の適切な
滅菌の実施
	感染・非感染で汚染器材を分けて洗浄を行っていないか
	

	
	作業者は必ず個人防護具の装着を行っているか
	

	
	洗浄後の器材をすべて目視にて確認しているか
	

	
	インジケータを用いた滅菌効果試験を行っているか
	

	
	滅菌物が適切に保管されているか
	

	
	フラッシュ滅菌の不適切な使用はないか
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	血液病原体曝露
防止対策の徹底
	術者や器械出し看護師は，ゴーグルやフェイスシールド付きマスクを装着しているか
	

	
	針やメスの受け渡し方法を確認し合い，徹底されているか
	

	
	後始末では，まず最初に針やメス類を耐貫通性容器に破棄しているか
	

	
	針刺し・切創などがあった場合は，ただちに現場を離れ流水で洗い流しているか
	

	
	針刺し・切創に遭遇した場合の対応が整備されているか
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